
４　アクションプラン (1/2)

まちづくりのテーマ アクションプラン

○

○ 要支援者を地域で支えよう！

○

○ 地域の安全は地域で守ろう！
○ 防犯灯でまちを明るくしよう！

○

○ 認知症支えあいカフェを広めよう！

○ 地域の介護予防活動に参加しよう！

○

○

○ 要支援者を地域で支えよう！【再掲】

○ 元気じゃ健診を受けよう！
○

○ 運動習慣を身につけよう！

野菜摂取量を増やすため、地元の野菜を食べよ
う！

1 ⑴ 土砂災害等に対する備え

　見守り体制の確保や防災・防犯力の強化に取り組み、住
民が安全・安心に暮らすことができ、笑顔と元気があふれ
るまちづくりを進めます。

「自助・共助・公助」のバランスが取れた防災
訓練を実施しよう！

1 ⑴ 認知症の人やその疑いがある人への支援

⑵ 避難行動要支援者への支援

⑶ 地域コミュニティの活性化

市民主体のまちづくりを推進する「ひろしま
LMO」づくりに取り組もう！

　住民の助け合いや支え合いにより、子どもや高齢者、障
害者など、全ての区民が住み慣れた地域で幸せに暮らせる
まちづくりを進めます。

⑵ 高齢者の健康づくり、介護予防の推進

⑶ 地域ぐるみの子育て支援

⑷ 犯罪の起こりにくい安全なまちづくり

⑸ 交通事故のない安全なまちづくり

交通ルールを遵守し、交通マナーを向上させよ
う！

地域の子育てオープンスペースの参加者を増や
そう！

医療介護関係者と地域団体が連携した活動を増
やそう！

⑷ 地域共生社会の実現に向けた取組

⑸ 地域で取り組む生活習慣病予防

防災訓練

登下校見守り活動

元気じゃ健診

防災マップ作成

平成３０年７月豪雨災害の教訓を踏まえ、「自分の命は自分で守る」という住民の防災意識

を向上させ、防災まちづくりの更なる充実を図るため、防災マップの作成支援や防災訓練を行

う。

要支援者名簿の提供先が多岐にわたるため、地域団体ごとの役割分担を明確にし、相互に

連携して取り組めるよう支援を行う。

様々な社会的要因の変化により、地域コミュニティの衰退が懸念されることから、持続可能

な地域社会の実現を図るため、市民主体のまちづくりを推進する「ひろしまLMO」の設立に向

けて、区役所等が連携協力し伴走支援を行う。

安全なまちづくりを進めるため、地域における危険な場所等を確認した上で、犯罪の抑止力

になる防犯カメラや防犯灯の設置を支援する。

交通事故の件数は年々減少傾向にあるが、「ながらスマホ」などの交通マナーの低下（特に

若年層）などが指摘されており、交通安全に対する意識の向上を図る。

介護を要する高齢者の更なる増加などを見据え、地域団体等と連携して「通いの場」の設置

を促すとともに、自ら介護予防や健康づくりに取り組む高齢者を増やす。

子育て中の親子が利用しやすいよう、地域団体と連携し、子育てオープンスペースの実施

回数や実施箇所数を増やすとともに、多世代交流など多様な実施内容を取り入れ、参加者数

を増やす。

医療介護関係者と地域団体等が地域における問題を把握し、地域生活課題として解決を試

みることができる環境づくりを進め、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができ

る地域共生社会の実現を目指す。

地域団体等と連携し、バランスの取れた食生活や適度な運動などの生活習慣の改善を促

すとともに、生活習慣病等の発症予防・重症化予防のために、各種健診（検診）の重要性につ

いて普及啓発を行い、定期的に健診（検診）を受診することで、健康寿命の延伸を図る。

２ みんなで支え合うまちづくり

１ 安全・安心で、元気あふれるまちづくり

子育てオープンスペース

いきいき百歳体操

認知症支えあいカフェ

医師、社会福祉士、保健師等が、認知症支えあいカフェの新規設置や運営方法等について

相談・助言を行うことで、認知症の人と家族の孤立化を防止し、地域で認知症の人と家族を支

える取組を促進する。

認知症支えあいカフェ「いっぽカフェ♪」

医療介護連携（地域との研修会）

ひろしまＬＭＯ主催のお祭り
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４　アクションプラン (2/2)

まちづくりのテーマ アクションプラン

○ 「ふたばの日」ガイドツアー参加者を増やそう！

○ 身近な自然に親しもう！

○ 「魅力と活力向上推進事業補助金」

○ 地域の大学と連携した取組を増やそう！

○ 地元のトップアスリートを応援しよう！

○

○ 子どもたちに地域の魅力を伝えよう！

○

○

○

○ 「魅力と活力向上推進事業補助金」【再掲】

○

○ 東区を花でいっぱいにしよう！

スポーツにふれあう機会の充実

1 ⑴ 二葉の里歴史の散歩道などの活用

　都心の近くにある緑豊かな自然や歴史的・文化的にも価
値の高い寺社、地域の伝統行事など、魅力的な地域資源を
生かした個性豊かなまちづくりを進めます。

⑵ 都心の近くにある自然とのふれあいの促進

⑶ 地域資源を生かした住民主体の活動の推進

⑷ 大学との地域連携によるまちづくり

⑸

「木曜であい市」でおいしい地元野菜をアピー
ルしよう！【再掲】

⑶ 公共空間（公園等）を活用した花づくり

1 ⑴ 陸の玄関口であるJR広島駅新幹線口周辺地区（エキキタ）のにぎわいづくり

「エキキターレ」をエキキタのにぎわい広場と
して盛り上げよう！
「エキキタ・ドリミネーション」を、エキキタ
のインスタスポットに育てよう！
「ふたばの日」ガイドツアー参加者を増やそ
う！【再掲】

⑵ 産直市などによる交流の場の創出

　ＪＲ広島駅新幹線口周辺地区（エキキタ）を始め、各地
域において、来訪者と住民や住民相互の出会いとふれあい
の場の創出などに取り組み、おもてなしの心あふれるまち
づくりを進めます。

⑹ 都心に近い農業地域の活力向上

「木曜であい市」でおいしい地元野菜をアピー
ルしよう！

⑺ 地域の魅力の継承

牛田山ハイキング

ボランティアガイド

和太鼓クラブの育成

エキキタ・ドリミネーション

エキキターレ

メイプルレッズ広島応援

二葉の里歴史の散歩道の認知度をさらに上げていくために、外国人旅行者や幅広い世代に

関心を持ってもらう取組を進める。

都心の近くにある自然に親しむことのできる場所や、ハイキングコースなどの認知度が十分

でないことから、今後も広く住民や観光客に周知し、その活用を促す。

東区の魅力や活力をさらに高めていくために、地域資源を生かしたまちづくりを進める団体

等に積極的に制度の情報提供を行い、活動する団体を増やす。

地元チームであるイズミメイプルレッズ広島の応援や、応援パネル展などを通じて、住民が

スポーツにふれあう機会を充実させる。

「木曜であい市」の来場者数が減少傾向にあるため、「木曜であい市」の認知度を高め、来

場者数を増やす。

子どもたちが地域の歴史や自然を学習する機会が少ないため、東区の魅力である地域資源

を継続して伝えていく。

「エキキターレ」を活用するなど、季節ごとに実施されるイベントの内容の充実を図りながら、

「エキキタ」の認知度を高めていく。

花づくりを行える公園等の公共用地で、まだ活用されていない場所が見受けられるため、支

援制度の広報に力を入れ、活動を充実・強化する。

「木曜であい市」の来場者数が減少傾向にあるため、「木曜であい市」の認知度を高め、来

場者数を増やす。

３ 地域資源を生かした個性豊かなまちづくり

４ おもてなしの心あふれるまちづくり

大学が有する知的資源や学生のパワーを積極的に生かした連携事業に取り組むことで、学

生・若者の地域への参画を促し、魅力と活力あるまちづくりを推進していく。二葉の里歴史の散歩道ガイドツアー

花づくり活動による花壇

木曜であい市

- 5 -     


